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【
本
部
・
中
村
徹
記
】
10
月
17

日
、
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
に
て
、

「
憲
法
・
い
の
ち
・
社
会
保
障
ま

も
る

国
民
集
会
」
が
、
2
5
0

0
人
（
東
京
土
建
3
4
4
人
）
の

参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
、
日
本
医

労
連
の
森
田
委
員
長
が
あ
い
さ

つ
。
冒
頭
、
台
風
19
号
の
被
災
者

へ
の
お
見
舞
い
を
述
べ
、
改
憲
反

対
、
戦
争
や
社
会
保
障
解
体
を
ゆ

る
さ
ず
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
安

心
の
医
療
体
制
の
構
築
を
訴
え
ま

し
た
。
作
家
の
室
井
佑
月
さ
ん
の

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
は
、
自
身
の
体

験
を
元
に
医
療
・
介
護
現
場
の
環

境
整
備
と
現
場
で
働
く
方
々
へ
の

エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。
政
党
か

ら
は
、
共
産
党
、
立
憲
民
主
党
の

国
会
議
員
か
ら
連
帯
の
あ
い
さ
つ

が
あ
り
、
ま
た
、
医
療
・
介
護
の

現
場
従
事
者
か
ら
は
、
切
実
な
現

状
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

東
京
土
建
の
参
加
者
は
「
医
療

負
担
が
重
く
な
れ
ば
、
病
院
に
行

か
な
い
人
が
増
え
る
。
安
心
し
て

医
者
に
か
か
れ
る
制
度
を
維
持
し

て
ほ
し
い
」「
外
交
は
大
事
、で
も
、

ア
メ
リ
カ
の
い
い
な
り
は
や
め

て
」等
の
意
見
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

集
会
ア
ピ
ー
ル
を
確
認
し
、
東
京

駅
ま
で
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。

政
府
は
改
正
建
設
業
法
・
入
札
契
約
適

正
化
法
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令
を
閣

議
決
定
し
ま
し
た
。
政
令

で
は
改
正
法
の
施
行
時
期

を
3
段
階
で
定
め
、
9
月

1
日
に
改
正
入
契
法
の
適

正
化
指
針
に
施
工
時
期
の

平
準
化
を
追
加
す
る
規
定

や
、
改
正
建
設
業
法
の
災

害
時
の
建
設
業
団
体
の
責

務
規
定
な
ど
を
施
行
。
来

年
10
月
1
日
に
は
著
し
く

短
い
工
期
の
禁
止
、
建
設
業
許
可
基
準
の

見
直
し
な
ど
、
改
正
建
設
業
法
の
大
半
の

規
定
を
施
行
し
ま
す
。
そ
し
て
21
年
4
月

1
日
に
技
術
検
定
制
度
の
見
直
し
を
施
行

し
、
改
正
法
が
全
面
施
行
と
な
り
ま
す
。

来
年
10
月
施
行
の
著
し
く
短
い
期
間
を

工
期
と
す
る
請
負
契
約
の
禁
止
に
違
反
し

た
場
合
、
当
該
発
注
者
に
対
し
て
許
可
行

政
庁
が
勧
告
を
実
施
。
勧
告
に
従
わ
な
い

場
合
は
公
表
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
不
利
益

扱
い
の
禁
止
も
規
定
さ
れ
、
違
反
行
為
を

下
請
負
人
が
許
可
行
政
庁
、
公
正
取
引
委

員
会
、
中
小
企
業
庁
長
官
に
通
報
し
た
こ

と
を
理
由
に
、
下
請
負
人
に
対
し
て
取
引

の
停
止
な
ど
の
不
利
益
な
取
り
扱
い
を
し

て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
契
約
に
お
け
る
「
著
し
く
短
い
工

期
」
を
明
確
化
さ
せ
る
た
め
に
、
工
事
の

工
程
ご
と
の
作
業
及
び
そ
の
準
備
に
必
要

な
日
数
を
明
ら
か
に
し
て
、
建
設
工
事
の

見
積
り
を
行
な
う
こ
と
の
努
力
義
務
の
追

加
、
工
期
等
に
影
響
を
及
ぼ
す
事
象
に
関

す
る
情
報
の
提
供
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

現
場
の
組
合
員
か
ら
一
番
改
善
要
求
が

多
い
の
が
、
「
工
期
・
工
程
が
厳
し
い
の

で
改
善
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
声
で
す
。

ゼ
ネ
コ
ン
、
住
宅
企
業
は
週
休
2
日
に
取

り
組
め
な
い
理
由
と
し
て「
工
期
・
工
程
」

の
問
題
を
あ
げ
て
い
ま
す
が
、
改
正
法
に

よ
り
、
工
期
確
保
・
工
程
管
理
の
元
請
責

任
が
明
確
化
さ
れ
ま
す
。

週
休
2
日
の
実
施
を
は
じ
め
と
し
た
働

き
方
改
革
推
進
に
あ
た
り
、
下
請
や
現
場

労
働
者
へ
の
負
担
の
押
し
つ
け
は
許
さ
れ

な
い
こ
と
を
企
業
と
の
交
渉
の
場
で
追
及

し
て
行
き
ま
す
。

集会に参加した団体ごとに登壇して活動を報告

来日した韓国の市民運動家
が参加し、連帯のスピーチ
をしました

10
月
19
日
、
安
倍
9
条
改
憲
ノ

ー
の
月
例
の
総
が
か
り
行
動
が
国

会
議
員
会
館
前
で
行
な
わ
れ
、
2

5
0
0
人
（
東
京
土
建
は
85
人
）

の
市
民
が
集
結
し
ま
し
た
。

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
、
共
同
代

表
の
高
田
健
さ
ん
は
「
昨
日
、
菅

官
房
長
官
は
自
衛
隊
の
中
東
へ
の

派
遣
を
言
明
し
た
。
日
本
独
自
の

派
遣
と
ペ
テ
ン
的
な
こ
と
を
言
っ

て
い
る
が
、
ト
ラ
ン
プ
米
政
権
の

有
志
連
合
に
呼
応
す
る
行
動
で
あ

り
、
絶
対
に
許
す
こ
と
は
で
き
な

い
。
ま
た
、
今
国
会
で
は
憲
法
審

査
会
の
再
始
動
を
準
備
し
て
い

る
。
総
が
か
り
行
動
で
は
緊
急
の

声
明
を
発
表
し
、
こ
れ
を
許
さ
な

い
た
た
か
い
を
す
す
め
る
」
な
ど

と
強
調
し
ま
し
た
。

日
韓
関
係
の
悪
化
の
中
、
市
民

運
動
で
は
日
本
と
韓
国
は
強
い
絆

で
結
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
日
は

韓
国
か
ら
3
人
の
活
動
家
が
参
加

し
、
グ
リ
ー
ン
コ
リ
ア
緑
色
連
合

の
ユ
ン
・
ジ
ョ
ン
ス
ク
さ
ん
が
代

表
し
て
「
日
本
の
平
和
は
北
東
ア

ジ
ア
の
平
和
と
直
結
し
て
い
る
。

市
民
の
連
帯
で
希
望
の
時
代
を
作

ろ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

国
会
か
ら
は
福
島
瑞
穂
（
社

民
）
、
石
川
大
我
（
立
民
）
、
田

村
智
子
（
共
産
）
の
議
員
が
連
帯

の
発
言
、
11
月
3
日
の
集
会
へ
の

参
加
強
化
等
、
当
面
の
行
動
提
起

を
全
体
で
確
認
し
ま
し
た
。

「
け
ん
せ

つ
」
2
2
9

5
号
5
面
で

「
建
設
国
民

健
康
保
険
組

合
へ
の
東
京

都
補
助
金
に

つ
い
て
の
賛

同
署
名
」
へ

署
名
を
い
た

だ
い
た
都
議

会
議
員
を
紹

介
し
ま
し

た
。各
支
部
、

他
組
合
の
活
動
で
そ
の
後
も
賛
同

議
員
は
増
え
て
い
ま
す
。

9
月
18
日
以
降
の
賛
同
議
員
は

下
記
の
皆
さ
ん
で
す
。
こ
れ
ま
で

の
到
達
は
1
2
6
人
の
都
議
会
議

員
の
内
、
83
人

と
な
っ
て
い
ま

す
。
（
10
月
21

現
在
）
ま
だ
署

名
を
い
た
だ
い

て
い
な
い
議
員
に
は
今
後
も
引
き

続
き
要
請
を
す
す
め
て
い
き
ま

す
。

＊
敬
称
略

【
台
東
区
】
保
坂
真
宏
（
都
）
、

中
山
寛
進
（
都
）

【
板
橋
区
】
木
下
富
美
子
（
都
）
、

徳
留
道
信
（
共
）

【
北
区
】
大
松
成
（
公
明
）
、
曽

根
肇
（
共
）

【
練
馬
区
】
村
松
一
希
（
都
）
、

小
林
健
二
（
公
）
、
戸
谷
英
津
子

（
共
）
、
柴
崎
幹
男
（
自
）

【
港
区
】
入
江
伸
子
（
都
）
、
菅

野
弘
一
（
自
）

【
目
黒
区
】
星
見
定
子
（
共
）

【
渋
谷
区
】
龍
円
愛
梨
（
都
）

【
杉
並
区
】
茜
ケ
久
保
嘉
代
子

（
都
）
、
原
田
暁

（
共
）
、
松
葉
多
美

子
（
公
）
、
早
坂
義

弘
（
自
）
、
小
宮
安

里
（
自
）

【
北
多
摩
第
3
】中
島
義
雄（
公
）

【
西
多
摩
】
田
村
利
光
（
自
）

【
府
中
市
】
小
山
有
彦
（
都
）

【
北
多
摩
第
4
】
細
谷
祥
子
（
自
）

【
荒
川
・
書
記
・
船
橋
賢
一
記
】

安
倍
9
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
荒
川
市
民

ア
ク
シ
ョ
ン
は
10
月
15
日
、
ム
ー

ブ
町
屋
で
安
倍
9
条
改
憲
案
の
危

険
な
内
容
か
ら
改
憲
発
議
を
許
さ

な
い
学
習
集
会
を
開
催
。
講
師
は

八
王
子
合
同
法
律
事
務
所
の
白
神

優
理
子
弁
護
士
で
し
た
。

白
神
さ
ん
は
、自
民
党
改
憲
案

は
国
民
の
個
人
と
し
て
の
尊
厳
を

奪
い
、
国
民
に
国
家
へ
の
義
務
を

押
し
つ
け
る
前
近
代
的
な
中
身
で

あ
る
こ
と
を
指
摘
。具
体
的
に
は
、

現
憲
法
の「
公
共
の
福
祉
」が「
公

益
及
び
公
の
秩
序
」
に
書
き
換
え

ら
れ
、
国
家
の
体
制
維
持
の
中
で

し
か
人
権
は
認
め
ら
れ
な
い
こ

と
、
災
害
や
武
力
攻
撃
な
ど
が
起

き
た
時
に
内
閣
総
理
大
臣
が
立
法

権
を
含
む
す
べ
て
の
権
限
を
掌
握

す
る
「
緊
急
事
態
条
項
」
は
、
か

つ
て
ヒ
ト
ラ
ー
率
い
る
ナ
チ
ス
の

独
裁
を
許
し
た
全
権
委
任
法
と
同

じ
で
あ
る
こ
と
を
挙
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
う
し
た
人
権
や
個
人

の
尊
厳
の
否
定
と
抱
き
合
わ
せ

に
、
9
条
改
憲
が
あ
る
と
指
摘
し

ま
し
た
。
首
相
は
、
9
条
に
「
必

要
な
自
衛
の
措
置
」
を
付
け
加
え

る
だ
け
で
何
も
変
わ
ら
な
い
と
し

て
い
る
が
、
「
必
要
な
自
衛
の
措

置
」
と
は
安
保
関
連
法
で
規
定
さ

れ
た
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
に
ほ

か
な
ら
ず
、
同
盟
国
の
米
軍
の
戦

争
に
自
衛
隊
が
加
担
さ
せ
ら
れ
る

危
険
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
国

会
で
発
議
さ
せ
な
い
た
め
に
は
、

3
0
0
0
万
署
名
を
広
げ
、
官
邸

に
押
さ
え
込
ま
れ
て
い
る
メ
デ
ィ

ア
を
市
民
の
側
に
つ
か
せ
て
い
く

こ
と
も
重
要
だ
と
し
ま
し
た
。

な
お
、
区
内
外
か
ら
60
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

龍円都議（左）から署名を受け取る右
から渋谷支部の山田社保対部副部長と
小島副委員長

白神さん

10
月
23
日

正
午
、
厚
生

労
働
省
前

で
、
じ
ん
肺

キ
ャ
ラ
バ
ン

集
結
行
動

（
主
催
・
な

く
せ
じ
ん
肺

全
国
キ
ャ
ラ

バ
ン
実
行
委

員
会
）
が
開

催
さ
れ
、
2

5
0
人
（
東

京
土
建
は
84

人
）
が
参
加

し
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
全
国
じ
ん

肺
弁
連
の
鈴
木
弁
護
士
は
「
30
回

の
節
目
を
迎
え
る
キ
ャ
ラ
バ
ン
は

9
月
30
日
の
長
崎
で
の
出
陣
式
を

皮
切
り
に
3
週
間
に
わ
た
っ
て
、

全
国
47
都
道
府
県
で
行
政
機
関
へ

の
要
請
行
動
、
宣
伝
な
ど
を
繰
り

広
げ
た
。
し
か
し
じ
ん
肺
、
ア
ス

ベ
ス
ト
の
被
害
が
依
然
と
し
て
広

が
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

国
・
企
業
は
不
当
な
対
応
を
し
て

い
る
。
す
べ
て
の
労
災
、
職
業
病

根
絶
、
安
心
し
て
働
け
る
職
場
の

た
め
に
た
た
か
お
う
」
な
ど
と
述

べ
ま
し
た
。

建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
か
ら
は
佃
弁

護
士
（
首
都
圏
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト

弁
護
団
事
務
局
長
）
が
最
終
局
面

に
あ
る
た
た
か
い
の
情
勢
を
報
告

し
、
原
告
の
吉
田
さ
ん
（
村
山
大

和
）
が
自
ら
3
陣
原
告
と
な
っ
て

た
た
か
う
決
意
と
、
引
き
続
き
の

支
援
を
訴
え
ま
し
た
。

吉田さん

求

人

憲
法
・
命
・
社
保
守
ろ
う

憲
法
・
命
・
社
保
守
ろ
う

日
比
谷
野
音
で
全
国
集
会
開
催

建
設
国
保
へ
の
補
助
金
を

賛
同
都
議
は
８３
人
に

国会前行動

自
衛
隊
派
遣
す
る
な

許
す
な
憲
法
審
査
会
再
始
動

じん肺キャラバンで訴える
なくせアスベスト

人
権
否
定
の
改
憲
案

荒川

白
神
優
理
子
弁
護
士
が
講
演

工
期
・
工
程
確
保
の
一
歩
に


